
シンコール株式会社

抗ウイルス商品説明資料



19 エミネンスタイル 新カタログの特⾧

ウイルスと細菌の違い



19 エミネンスタイル 新カタログの特⾧

ウイルスの構造図

エンベロープ（脂質の膜）

カプシド
（タンパク質の殻） 核酸

（塩基・糖・リン酸からなる生体高分子）

スパイク（タンパク質）→宿主細胞への吸着・侵入等

遺伝子

カプシド
核酸 代表的な病名、ウイルスの例

エンベロープ
有

インフルエンザ、風疹、SARS
帯状疱疹、天然痘、B型肝炎、日本脳炎

エンベロープ
無

ノロウイルス、手足口病、プール熱、リンゴ病
風邪、ポリオ

●エンベロープ有

●エンベロープ無



19 エミネンスタイル 新カタログの特⾧

（一般的な）ウイルスの感染メカニズム

核

宿主細胞

吸着 侵入

①脱殻
殻が破ける

②遺伝子情報の
細胞核への伝達

③ウイルス遺伝子、
タンパク質の生成

④増殖・放出
放出時にウイルスの完全体となり次の細胞へ…
エンベロープ有のウイルスは放出の際にエンベロープを形成

遺伝子
タンパク質

ウイルス寄生後の細胞は本来の機能を失
う
⇒感染（寄生）された細胞が増殖すると

様々な症状を発症



19 エミネンスタイル 新カタログの特⾧

増殖サイクルを繰り返し感染細胞が増加、ウイルスも
増殖を繰り返していく ⇒症状の発生・悪化

吸着・侵入

増殖放出

（一般的な）ウイルスの感染メカニズム



19 エミネンスタイル 新カタログの特⾧

ウイルスの感染拡大経路

床面（⁺壁面）で期待される効果→【補助的に】感染拡大の防止
※拡大防止には消毒液でしっかり拭取る、除去することが前提



19 エミネンスタイル 新カタログの特⾧

①ウイルスが表面に付着

②表面に含まれる抗ウイルス成分が
一定時間ウイルスに接触
→スパイクに作用

③一定時間接触したウイルスが
再浮遊もしくは手などに付着
・空調等の空気の動きによる浮遊
・歩行による浮遊

④抗ウイルス効果により
感染リスクが低減

抗ウイルスのメカニズム



19 エミネンスタイル 新カタログの特⾧

抗ウイルス機能の効果

エンベロープ有 エンベロープ無



19 エミネンスタイル 新カタログの特⾧

抗ウイルス機能の安全性

抗ウイルス剤は、
石鹸や、化粧水等、多くの日用品に使用されている所定の条件において

食品包装材に使用が認められている安全な材料です。



19 エミネンスタイル 新カタログの特⾧

抗ウイルス機能シートの構造図・耐久年数

●プレーン/マーブルノンワックス …約30年
●タフベーシックプラス …約30年
●タフクリアー …約30年
●タフレイドプラス …約80年
●タフフォーム …約30年

抗ウイルス耐久年数
≒

ノンワックス耐久年数



19 エミネンスタイル 新カタログの特⾧

抗ウイルス品の提案イメージ

シンコールは壁紙と床シートで
ウイルス対策が可能

抗ウイルス・ノンワックス
シート

抗ウイルス壁紙
（トルウイルス）


